
No. 困りごと 導入効果
担

当

1
パートナーの子や親と生活しているが、周囲に認めてもらえていない気

がして不安である

区に制度があることで社会的に認められていると感じられて

安心である

2
パートナーの子や親との関係性を伝えるとき、どう説明したらわかっても

らえるか不安である

受理証明書や携帯用カードを見せると説明しやすく、安心

である

No. 困りごと 導入効果
担

当

1 パートナーの子や親が救急搬送されても行き先が分からない 搬送先医療機関の情報を提供してもらえる

2 パートナーの子や親が病気やけがをしても、状況を教えてもらえない 病院の診療情報を提供してもらえる

防

災

危

3
パートナーの子や親が入院したり、施設に入っても面会させてもらえな

い。状況もわからない
入院・施設入所時に面会できたり情報提供を受けられる

防

災

危

4
賃貸の部屋探しや住宅購入のための物件探しの際、子や親の関係

性を認めてもらいにくい
家族として対応してもらえる

No. 困りごと 導入効果
担

当

1
地震・災害で避難しても、関係性を理解してもらえず、離れ離れにな

る。情報も教えてもらえない
避難所などでの家族として対応してもらえる

No. 現状（課題） 導入効果
担

当

1 日常の中で、性の多様性や当事者の困りごとを知る機会が少ない
条例で制度を創設し、啓発周知を進めることで、性の多様

性、当事者の状況に対する理解の促進が図られる

ファミリーシップ制度導入効果

1 精神的安心感

2 利便性の向上

3 災害時対応

4 社会的認知・理解の促進
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